
大磯町事業仕分けの結果

担当課 福祉課 担当班 障害福祉班

・目的が生活扶助なら所得制限設定。
・目的が介助扶助なら介護要件(民生委員調査)を設定。

１　不　要 4

詳細事業名

４　大磯町
(現行どおり）

終判定 不要

1

２　民　間

３　大磯町
　(要改善）

班－番号 予算事業名

・同じ対象者に複数の支援策は今の時代にはおかしい。
・必要な手当てなのか検証していない。所得制限する。介護必要度の見直
し。１級でも自立できている人と、３級でも寝ている人がいる状況を考え
る。
・この給付を1,173人の、障害者本来事業に分配する。
・障害者というキーワードで、あらゆることを是としてしまう風潮が日
本、特に行政にある。その延長線上に、この事業もあるのでは。基本に立
ち帰り、施策としてトータルに支援を考える必要がある。町がコンパクト
な分、組み立てなおしは可能だと思います。対の事業や国、県との重複に
気をつける。
・事業の目的に対して、事業効果が見えない。障害者に対する支援であれ
ば、他の支援事業との統合など、実効のある施策への転換を。

心身障害者福祉年金支給事業 心身障害者福祉年金支給事業

コメント(仕分けの理由・今後に向けての提案等）

１－７

評価結果

　見直し対象事業ということであるが、具体的な改革のビジョンがなく、
担当セクションとしてどういう方向性で考えているのか、住民に公表する
など議論を始める必要がある。


